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速報第３５３７号 ４年 質 宮川 潤 委員
Ｒ４.８.３発行 道議会における質疑・質問及び答弁要旨 文教委員会 問 日本共産党
総 務 課 扱 ８月２日 者 （札幌市東区）

質 疑 ・ 質 問 答 弁 担 当 課

一 生理の貧困について
(一)日本共産党道議団実施のアンケートについて （健康・体育課長） 健康・体育課
日本共産党道議団は、現在アンケート調査を実施 生理の貧困に関するアンケートについてであります

しており、その調査項目として、このような項目を が、先ほど、委員から、現在実施中のアンケートの一
設けております。「生理用品を買うのに困ったこと 部の結果について示されたところでありますが、厚生
がありますか」の問い対し、「よくある」「ときどき 労働省におきましても、令和４年３月に、全国3,000
ある」の回答が21.7％。また、影響についても伺っ 人を対象とした「生理の貧困が女性の心身の健康に及
ているのですが、その中で「学業や仕事に集中で ぼす影響に関する調査」を公表しており、その結果に
きない」39.1％、「ストレスになっている」26.1％。 よれば、新型コロナウイルス感染症発生後から現在ま
他に「学校や公共施設のトイレに生理用品を設置す での間に、生理用品の購入・入手に苦労したかという
ることについてどう思いますか」との質問には、 質問に対し、「よくある」「ときどきある」と回答した
「良いと思う」の回答が100％でありました。これは 方の割合は、全体の8.1％、これらの者のうち、「学業
まだ、アンケート調査が始まったばかりの途中段階 や仕事に集中できない」という質問に、「よくある」「と
のものでありますが、まず申し上げておきたい。 きどきある」と回答した方の割合は、34.1％となって
また、本アンケートの回答用紙には自由記載欄を おり、こうした結果は、委員が示されたアンケートの

設けており、今回そのほとんどに記載があるのが特 内容とも似たような傾向があり、生理用品を用意でき
徴でありまして、その中で一つだけ紹介させていた ないことにより、女性の心身の健康に、影響が生じて
だきます。「小学校高学年の子にトイレを貸してほ いるものと認識しております。
しいと言われ、了承し、後で生理用品が無くなって
いることに気が付いたという方が身近にいたのに衝
撃を受けた。悲しすぎる。子どもにそんなことをさ
せないでほしい。保健室に行けば貰えるけど、言い
たくない子だっている。学校にも当たり前に置いて
あげてほしい。」という内容の記載がありました。
これらのアンケートの回答について、どのように

受け止めるのか、まずお聞かせください。

（二）コロナ禍で進行する子どもの貧困について
１ 認識と対策について （教育政策課長） 教育政策課
貧困との関係ということになりますので、このコ 子どもの貧困についてでございますが、内閣府が昨

ロナ禍で、子どもの貧困が進行しているというふう 年初めて実施した全国の中学２年生の保護者を対象と
に思っておりますが、そのことについての認識、ま した調査によりますと、世帯収入の中央値の半分に満
た、児童・生徒の貧困対策ということにどう取り組 たない収入の家庭は１２．９％であり、そのうち、新
んでいくのか、その点伺います。 型コロナウイルス感染症の拡大により世帯全体の収入

が減ったと回答した世帯が４７．４％となっておりま
す。
道教委といたしましては、家庭の経済状況にかかわ

らず、等しく教育を受けることができる環境を整備す
ることは、大変重要と考えており、就学援助制度や奨
学給付金などの各種支援制度の周知や一層の利用促進
を図るほか、子どもの居場所づくりの普及や相談体制
の充実に向けたスクールソーシャルワーカーの配置を
進めるなど、誰ひとり取り残されることなく、安心し
て学習に打ち込める教育環境づくりに取り組んでまい
ります。

（意見）
ただいま相対的貧困世帯で収入が減ったと回答し

た世帯が４７．４％ということだったと思います。
随分大きな数字が出たというふうに思いますけれど
も。この中でさらに貧困が進んでいるということだ
と思います。事態が非常に深刻化しているというふ
うに感じます。

（二）コロナ禍で進行する子どもの貧困について
２ 生理用品を用意できない問題について （指導担当局長） 健康・体育課
最初の質問の答弁で、厚労省の調査で、生理用品 生理用品を用意できない問題についてでありますが、

が用意できないことにより、女性の心身の健康に影 厚生労働省が実施した調査の結果によりますと、生理
響が生じているとの認識が示されました。より深刻 用品の購入や入手ができないときに、交換する頻度や
化しているという事態を踏まえ、生理用品を用意で 回数を減らしたなどの対処をしたと回答した方につい
きないこと、および心身の影響について、さらに踏 て、その半数以上が身体症状の不調を経験しており、
み込んで御説明いただきたいと思います。 また、生理用品の購入や入手に苦労したことが、「よ

くある」「ときどきある」と回答した方について、
「ない」と回答した方と比較し、精神的な健康状態が
悪い可能性が指摘されていることなどを踏まえますと、
家庭の経済的な理由等で生理用品が購入できないなど
の状況は、女性の健康や尊厳に関わる重要な課題であ
り、児童生徒の心身に影響を与えるものと認識してお
ります。
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（三）道立高校や都府県の取り組み等について （健康・体育課長） 健康・体育課
ただいま、生理用品の交換に関連して、身体症状 道立高校や都府県の取組等についてでございますが、

の不調を経験した方が多い、購入に苦労した場合は、 生理用品をトイレに設置している道立高校では、これ
精神的な健康状態が悪化する可能性など、身体的に までのところ、誰でも気兼ねなく自由に使用すること
も精的神にも悪影響があると踏み込んだ答弁をいた ができるという成果が得られている一方で、購入予算
だきました。 をはじめ、設置場所の管理方法などへの配慮が必要と
健やかな学校生活を送る環境整備を行うためにも なることなどが課題となってございます。

生理の貧困問題に具体的に取り組む必要性を感じま なお、他都府県の状況については、現在、その取組
したが、すでにトイレに設置している道立学校の成 状況を整理しているところでございます。
果及び課題、他都府県の取り組み状況について、現
在、整理中の段階だと承知しておりますけれども、
これまでに明らかになったことがあれば、内容を紹
介いただきたいと思います。

（四）今後の取り組みについて （学校教育監） 健康・体育課
まず第一に、全校で、生理用品の配置をすべきだ 今後の取組についてでございますが、新型コロナウ

と考えます。第二に、場所はトイレ内に配置すべき イルス感染症の影響が長期化する中、児童生徒の中に
と考えます。現在、保健室に配置して、申し出るこ は、家庭の経済的な理由で生理用品が購入できないな
とで貰える所もあるようですが、トイレットペーパ どの問題をはじめ、急きょ生理用品が必要になるよう
ーのようにトイレに当たり前に設置すべきであり、 な状況や、保健室に申し出ることをためらうケースも
トイレットペーパーを貰いにいちいち保健室に行く あるものと承知しております。
ということはあり得ないのであります。 このため、道教委といたしましては、各学校におき
これら２点を踏まえて、お答えいただきたいと思 まして、一人一人の様々な悩みやストレス等の状況を

いますけれども、生理用品の設置で得られる児童生 丁寧に把握し、生理用品の入手に困難が生じている児
徒の安心感は何にも代えがたいものであり、安心し 童生徒に対して養護教諭をはじめ、学級担任、スクー
て学校に来られる、安心して授業を受けられる環境 ルカウンセラーによる組織的な支援の充実を図るとと
整備は重要なことだと考えますが、学校教育監の見 もに、市町村教育委員会や、校長会、養護教諭で構成
解をお聞かせ願います。合わせて今後の取り組みに する団体、保健福祉部局等と連携を図りながら、道立
ついて伺います。 学校の先行実施状況を整理し、他都府県の事例を研究

するなどして、本道の取組を検討してまいります。

（意見）
ただいま学校教育監より、保健室に申し出ること

をためらうケースがあるということ、児童生徒に対
して組織的な支援の充実を図るとともに、道として
検討する、との答弁でありました。学校がより安心
して過ごせる場所になることは、道教委として目指
すべきことだと考えます。検討する段階から、実践
し一刻も早く生徒に安心感を与えていただきたい。


